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’’一一一三年（法文①～⑩）（以上「専修法学論集」第五九
号［一九九三年九月］）
一一一一一一四年（法文⑪～⑳）（以上同六○号［’九九四年三
月］）
三一一一一五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上同六一号
□九九四年七月］）
四一一一一五年一一月～’一二六年（法文⑬～⑮）（以上同六
一一一号［’九九五年三月］）
五一一二七年～一一一一九年一一一月（法文⑯～⑳）（以上『立教
法学」第四三号［一九九六年一一月］）
六
三
一
九
年
四
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑩
）
（
以
上
同
四
五
号
三九九六年九月］）
七
一
一
二
九
年
七
月
～
’
○
月
（
法
文
⑱
～
⑰
）
（
以
上
同
四
七
号
テオドシウス法典（ｏｏＱの〆『すの。□・の白目⑪）（一一一一）（後藤）
〈史料紹介〉
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（○○Ｑの〆弓ロのｏＱｏの■口巨の）（’’一一）
二九九七年七月］）
八一一一一九年一一月～三一一○年一一月（法文⑩～⑪）（以
上
同
五
○
号
三
九
九
八
年
七
月
］
）
九一一一一一○年二月～’’一一一一年一月（法文⑫～⑳）（以上
同五三号［’九九九年七月］）
一○一一一一二年一一月～八月（法文⑬～⑰）（以上同五六号
［二○○○年八月］）
一一一一一一一一年八月～’一一一一三年四月（法文⑲～⑯）（以上
同五八号［二○○｜年七月］）
一一一三一一一一一年五月～一一一一一五年六月（法文⑰～⑳）（以上
「法政史学』第五七号［一一○○二年三月］）
’’’’’’’’’五年六月～’一一二六年一一一月（法文⑳～⑳）（以上
本誌）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
）
￣
－
－
－
－
Hosei University Repository
（１）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ー
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
マ
ー
ク
シ
ム
ス
に
〈宣示す〉。
（２）
我等は、様々な者たちに対し、軍団や歩丘〈大隊に配属さ
（３）
れ
、
あ
る
い
は
〈
そ
れ
ら
の
〉
職
務
に
一
展
さ
れ
る
よ
う
定
め
た
。
そ
（４）
れゆえ、この種の恩曲〈を提一示しようとする者は誰であれ、
参
事
会
員
身
分
の
出
自
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
以
前
に
参
事
会
へ
の
指
名
を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
い
た
だ
さ
れ
、
も
し
こ
う
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
の
参
事
会
と
都
市
に
戻
さ
れ
る
べ
し
。
こ
う
し
た
原
則
は
、
す
で
に
以
前
に
入
隊
を
認
め
ら
れ
て、軍事職に就いている者や、職務に戻されて、忠誠の誓
い
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
る
者
、
あ
る
い
は
、
今
後
、
推
薦
に
よ
っ
て
（５）
〈
適
格
で
あ
る
こ
と
を
〉
認
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
者
た
ち
す
べ
て
に
つ
い
て
守
ら
れ
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
二
日
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ー
ァ
で
掲
示
す
。
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
一
○
法
文
（１）二四画ヨロの．、Ｓ記閂・一・つ・望つ（ぐ口］の同旨の二四画ロ】口の」》）
法
政
史
学
第
五
十
九
号
（承前）
は
、
掲
示
場
所
を
根
拠
に
法
文
⑳
註
（
１
）
の
人
物
と
同
定
す
る
。
（２）８面・耳のの．法文⑳註（３）参照。
（
３
）
己
］
三
Ｐ
皇
帝
に
対
す
る
勤
務
は
民
政
、
軍
政
を
問
わ
ず
、
広
く
日
】
］
三
口
と
表
現
さ
れ
た
が
、
よ
り
高
位
の
武
官
・
文
官
の
職
務
を
あ
ら
わ
す
Ｓ
ｍ
已
白
の
と
対
比
さ
れ
る
場
合
に
は
、
終
身
の
下
級
吏
職を指す。高官が皇帝からの書簡や小書附８ｓＱ］］巨のによ
り任命されるのに対し、下吏は法務官房の囚ＯＢの。『三四か、
より下位の管轄部局の認定状ロ・宮（・畠により任命され
た。ｏ【・］○口のｍ・旧門口・己で・ヨョ。
（４）○・三・｛『の目印・＆す．｝・は、皇帝の勅答、もしくは特許状
『の②○国□白日ロ『ＢＱｂ］のｍの巨日ＱＢｍのご画四のこととする。
（５）ｃ巳…己の円の＆可四四四口○ウ四ウ巨口目【・の○昌○【『のＱ口の》四口
戸
］
・
は
、
そ
の
前
に
現
れ
る
「
入
隊
を
認
め
ら
れ
て
、
軍
事
職
に
就
いている者□『・宮（豆ロ昌一旨口盲の。｛｛］＆の四ｍ目（」への
参照を求めているが、ここでの⑫こ［［『緒旨が何を意味する
の
か
明
言
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
箇
所
で
の
・
芸
○
可
已
巨
の
が
あ
わ
せ
て
参
照
を
求
め
て
い
る
本
法
典
第
七
巻
第
一
三
章
第
一
法
文
は
新
兵
の
原
籍
に
関
す
る
審
査
に
、
ま
た
本
法
典
第
七
巻
第
一
三
章
第
五
法
文
は
身
体
適
格
審
査
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
お
り
、
こ
う
し
た一連の審査をの＆｛日四四の内容として念頭に置いていた
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
目
守
口
四
口
の
内
容
を
、
こ
の
語
が
法
文
に
現
れ
る
時
の
一
般
的
な
意
味
で
あ
る
「
推
薦
」
と
と
り
、
「
推
薦
に
よ
っ
て
〈
適
格
で
あ
る
こ
と
を
〉
認
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
者
」
と
訳
し
た
。
一
四
Hosei University Repository
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
三
州
の
帝
室
財
産
管
（１）
理官エウフラシウスに〈宣一示す〉。
前
略
。
数
多
く
〈
の
地
所
〉
に
つ
い
て
、
た
と
え
そ
れ
ら
が
様
々
き
ん
な場所に点在していても、金の負担をまとめて支払う一」と
（２）
が認められ、すべての地所について債務証書が発行’される
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
各
々
の
地
所
き
ん
か
ら
ば
ら
ば
ら
に
金
が
徴
収
さ
れ
て
、
頻
繁
か
つ
間
断
の
な
い
〈
徴
収
の
〉
増
加
に
よ
っ
て
地
方
住
民
の
利
益
が
減
ら
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
Ⅲ我等は六旨、に以下の点をつけ加えるものである。す
な
わ
ち
、
何
ぴ
と
か
が
他
の
都
市
に
お
い
て
出
費
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
よ
り
悲
惨
な
こ
と
に
、
編
さ
れ
て
流
質
約
（３）款に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
各
人
は
、
年
の
終
わ
り
、
ま
で
に
義
務
を
き
ん
負
っ
た
も
の
を
、
望
む
と
き
に
支
払
い
、
ま
た
、
金
は
い
か
な
る
遅
滞
も
な
く
受
け
取
ら
れ
、
〈
都
市
の
〉
課
税
台
帳
管
理
の
下
吏
に
よ
っ
て
納
税
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
。
と
い
う
の
も
、
支
払
い
を
望
む
者
が
収
税
人
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
証
人
関
与
の
も
と
で
証
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、
流
質
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
は
、
⑳
第
一
二
巻
第
六
章
第
二
法
文
テオドシウス法典（○・９の×日ロの８．ｍ】目巨の）（一一一一）（後藤）
⑳
第
一
二
巻
第
七
章
第
一
法
文
設
定
さ
れ
て
い
た
担
保
を
利
息
と
と
も
に
受
け
取
る
よ
う
、
そ
し
て
収
税
を
拒
否
し
た
者
は
課
さ
れ
た
額
の
二
倍
を
国
庫
の
会
計
に
支
払
う
よ
う
、
貴
官
の
部
署
の
熱
意
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ
る
。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
一九日に付与す。
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
三
州
の
帝
室
財
産
管
理
官
エ
ウ
（１）
フラシウスに〈宣一示す〉。
（２）
，
も
し
‘
も
何
ぴ
と
か
が
ソ
リ
ド
ゥ
ス
金
貨
で
支
払
う
こ
と
を
望
む
な
（１）ロ＆日の旨の．この人物は、本法文および法文⑳にしか現れ
ない。ｏ（．、Ｓ勾回』も．■毛（向くｂ国幻少尉目『の）．なお、○○三○‐
【『巴巨の〕呂可」・によれば、ここでいう一一一州とは、シチリ
ア
、
サ
ル
デ
ィ
ー
ー
ア
、
コ
ル
シ
カ
の
こ
と
で
あ
る
。
（２）８日】・ロの印・債務証書については、法文⑮註（２）参照。
（３）］の〆８日己の巴・流質約款については、法文⑰註（２）参
照
。
な
お
、
本
法
文
で
は
、
私
人
間
の
流
質
約
款
で
は
な
く
、
収
税
人
が
そ
の
立
場
を
利
用
し
て
納
税
者
に
不
当
に
結
ば
せ
る
流
質
約
款
が
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
一
一
五
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法
政
史
学
第
五
十
九
号
（２）
壽らば、精錬された金を四スクリープルム〈己み、我等の顔を
（２）
刻印したソリドゥス金貨七枚を金一ウンキアについて支払
い
、
金
ニ
ウ
ン
キ
ァ
に
つ
い
て
は
ソ
リ
ド
ゥ
ス
金
貨
一
四
枚
を
支
払
うこと。この基準にしたがって、納税者は債務の全額を支
払うように。もしも何ぴとかが金塊で支払うならば、ソリ
ドゥス金貨で支払ったと見なされるように、同じ比率が遵
守されること。支払われる金は、平衡の保たれた秤Ⅲと目
方が同じ分銅で受領されること。すなわち、紐の先端は指
一一本で持ち、残り一一一本の自由な指は収税人のほうへ突き出
し
、
〈
指
で
〉
秤
を
圧
し
下
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
べ
し
。
そ
の際、計量用の分銅は監視され、平衡かつ釣合のとれた状
態で天秤が吊り下げられるようにすべし。後略。
パゥリーヌスとユーリァーヌスがコーンスルの年の八日一
一九日に掲示す。
（１）法文⑳註（１）を参照。
（２）三○九年ころにコーンスタンティーヌス帝は、｜ローマ
ン・ポンドの金塊から七二枚のソリドゥス金貨を製造する
よう定めた。ｑ・幻・目・幻己｝のご》ぬ房ごこ（気用・ミＱ」□・§‐
冒目討貝崔曽ロ②亀②（幻○日四』房『）》Ｄ・臼『．なお、ソリドゥ
ス金貨については、法文⑯註（２）も参照のこと。
｜
ロ
ー
マ
ン
・
ポ
ン
ド
す
な
わ
ち
一
リ
ー
ブ
ラ
］
号
『
四
の
重
量
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
セ
ウ
ェ
ー
（１）
ルスに〈一日一示す〉。
以下の者には何ぴとたりといえども、審理が許与されて
（２）
はならない。すなわち、関連のある紛争を分断して、同一
の裁判で判決が下され得た事柄を恩寵に基づく特権により
別
々
の
裁
判
官
の
面
前
で
弁
論
す
る
こ
と
を
欲
し
た
者
が
、
そ
れ
で
⑳
第
二
巻
第
一
八
章
第
三
法
文
一一一ハ
については議論があるが、宛．□目・目，］○口ののＹミミのご§ａ
の。ごミョミのミョｓ⑮宛○ミ§ロミ首「⑯（０口目耳己、の》」毛』）》
□・皀一によれば、一一一一一二・八グラムほど。｜リーブラは一
一一ウンキア、｜ウンキアは二四スクリープルムにあたる。
なお、本法文では一ウンキァⅡ二八スクリープルムで換算
されているが、これはフランク時代の】日の目・一三・に
よって、本来は「ソリドゥス金貨六枚」だったものが「ソ
リドゥス金貨七枚」に、「ソリドゥス金貨一二枚」が「ソ
リ
ド
ゥ
ス
金
貨
一
四
枚
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ているｏｎ｛・二○□［〕白のの口．■ロゴ・｝．．］・‐勺・○口］］Ｐ炉ｐＣ○一『註Ｑ屋の
『菖○苫、旨昌「⑮ａ①②。ご》ＰＣの「⑮筐「“「○『ゴロ（菖勿＆⑮山津囚ロ・四目閂（勺四口の．
」や。》）・ロ・」『西口・Ｐ
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（３）
あ
る
。
〈
今
こ
の
〉
刑
罰
を
掲
一
水
し
た
の
だ
か
ら
、
何
ぴ
と
か
が
本
規
定
に
反
し
て
嘆
願
を
行
い
、
占
有
に
つ
い
て
は
あ
る
裁
判
官
、
本
（４）権については別の裁判官を要請したときには、一謂求された
目的物の完全な評価計算がなされた上で、係争物がその領
（５）
域
内
に
存
在
し
て
い
る
そ
の
都
市
の
金
庫
に
そ
の
五
分
の
一
を
納
入
すべし。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
三○日に掲示す。
（１）の①ぐの日の．法文⑲註（１）参照。
（２）日巨の口①８日日①日国・の○岳。【【田口の》四口ロ」・によれば、
「
紛
争
の
関
連
性
・
接
続
性
」
と
は
、
例
え
ば
訴
訟
が
所
有
権
と
占
有
に
関
し
て
争
わ
れ
る
と
き
に
、
訴
訟
は
一
つ
で
あ
る
が
、
二
つ
の
主題・眉言を含む紛争８口の四が接続し、関連しているこ
とをいう。
（３）で・の□四宮・ロ・の旨．この絶対的奪格を、○・三・吋のｓの．＆
戸
一
・
は
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
が
、
「
刑
罰
が
〈
す
で
に
〉
公
に
さ
れ
て
い
る
以
上
」
と
も
理
解
可
能
で
あ
る
。
（４）ｐごＱｂｐ｝】のｐ目のの（］ｐ占有が事実上の支配関係として
一
応
独
立
に
保
護
さ
れ
る
の
に
対
し
、
所
有
権
の
よ
う
な
、
占
有
を
正当づける実質的な権利をいう。○・夢・可のｓの》＆ご」・
は、「所有権に関してＱのロ○℃『〕の国（の」を「本権に関して
テオドシウス法典（○・Ｑの〆日ロの。□・の一目この）（’三）（後藤）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
（１）
スに〈一日一示す〉。
我
等
は
、
告
示
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
地
方
住
民
に
次
の
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
自
身
の
総
督
に
異
議
を
申
し
立
て
、
軽
ん
じ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
貴
官
に
異
議
申
し
立
て
す
べ
き
こ
と
を
で
あ
る
。
貴
官
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
総
督
の
過
失
や
怠
慢
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
確
か
め
ら
れ
た
と
き
、
た
だ
ち
に
我
等
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
す
よ
う
に
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
（Ⅱ総督）は適切に矯正され得よう。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
（２）
（３）
二
九
日
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ー
ァ
で
付
与
す
。
⑳
第
一
巻
第
五
章
第
一
法
文
（１）写本では□（国＆のＯ白日）口（『亘）となっているが、二・日目‐
の①□はっ（『四の昂の○白日）［ロ日の（○国○］と補う。の①①号》記の‐
、田討苫》己」■は、内容が州行政に関わるものであること
二
七
の眉のＲ□『日９℃四一】Ｃ巨口のの（】・ロの」と同義としている。
（５）三℃ロ三ｓの①旨の○三百房・ここでは意味をとってこの
ように訳した。
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コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ア
ウ
レ
ー
リ
ウ
ス
Ⅱ
ヘ
ッ
ラ
（１）
ディウスに〈宣一示す〉。
た
と
え
古
法
の
規
則
や
先
帝
た
ち
の
勅
答
が
、
原
告
が
請
求
す
る
物
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
原
告
に
立
証
の
必
要
を
課
し
て
い
た
と
し
て
も
、
我
等
は
、
衡
平
と
正
義
に
動
か
さ
れ
て
以
下
の
よ
う
に
命
（２）
ず
る
・
す
な
わ
ち
、
こ
の
種
の
事
案
が
発
生
し
た
と
き
は
、
初
め
に
法
準
則
に
従
っ
て
、
い
か
な
る
経
緯
で
そ
の
物
が
自
身
に
帰
属
す
る
⑳
第
一
一
巻
第
三
九
章
第
一
法
文
からこれを支持し、また、旧記回・一ら・旨□（可一・○・口の国貝旨の
ロ
）
は
、
法
文
⑲
註
（
１
）
の
道
長
官
○
目
の
白
日
旨
の
と
同
定
す
つＣＯ
（２）回国【・のロ勺目・別の写本では②のロ・ではなく。Ｏごとなっ
ており、の①のＯ〆宛〔応、巴目・ロ・」『画と弔】旧記回・】・ロ・旨□はこ
ち
ら
の
日
付
（
す
な
わ
ち
九
月
二
八
日
）
を
採
用
し
て
い
る
。
（３）の①の０戸・記品、②ご言》ｂｂ・》』」□』『画はコーンスタンティー
ヌ
ス
帝
が
七
月
二
五
日
に
即
位
一
一
○
周
年
を
ニ
ー
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ア
で
祝
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ー
ァ
で
付
与
す
る
こ
と
は
難
しいと考え、「掲示す（ご己）」に読みかえる。、Ｓ用同」》己・
畠
□
も
こ
れ
を
支
持
す
る
。
法
政
史
学
第
五
十
九
号
の
か
を
原
告
が
立
証
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
原
告
側
が
立
証
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
と
き
初
め
て
、
い
か
な
る
経
緯
で
占
有
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
権
利
に
基
づ
い
て
保
持
し
て
い
る
の
か
の
立
証
の
必
要
が
〈
被
告
た
る
〉
占
有
者
に
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
真
実
が
吟
味
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月
（３）
一七日ナイッススで付与す。
（１）少冒の言の国の｝］＆旨の・法文⑭註（１）を参照。
（２）○・二・｛『の９口の．＆す」・によれば、本勅法は、原告が立証
責
任
を
負
担
す
る
と
の
従
来
の
法
準
則
を
改
廃
す
る
よ
う
な
一
般
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
本
来
は
以
下
の
よ
う
な
特
殊
な
事
案
、
す
な
わ
ち
、
窃
盗
そ
の
他
の
不
正
な
権
原
に
も
と
づ
い
て
他
人
の
物
を
占
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
者
に
対
し
て
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
が
、
原
告
が
そ
の
立
証
に
失
敗
し
た
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
被
告
が
「
善
き
人
」
と
し
て
の
評
価
を
維
持
し
て
他
人
か
ら
の
嫌
疑
を
免
れ
る
よ
う
に
被
告
に
も
立
証
義
務
を
課
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
法
典
へ
の
再
録
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
事
案
内
容
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
【
四
の
円
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
権
概
念
の
発
展
を
、
事
実
上
の
物
支
配
と
し
て
の
第
一
段
階
、
当
事
者
間
で
、
占
有
へ
の
よ
り
良
き
権
利
が
問
題
と
さ
れ
る
「
相
対
的
所
有
権
」
と
￣
￣
八
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しての第一一段階（］の四の口昌・の四Ｃ『四日の貝。ご『の日の導入
以
降
。
た
だ
し
【
閉
の
『
は
、
占
有
へ
の
よ
り
良
き
権
利
を
「
相
対
的所有権」と呼ぶことをのちに放棄している。。｛・穴四のｇ
ロワの［《『の｝＆ゴの①国、のご目白『］白巴（［○日】の◎ずの口内の○三》曰坤
忠言＆且司ａｓの。鳥ミーの『葛§ｍご『幻円ミ樋Ｑの●言言・
記・ミロミ目」頁［以下いい②］」ｓ［」受□］も。Ｅ・）、基本的
に
は
今
日
の
所
有
権
と
同
一
の
「
絶
対
的
所
有
権
」
と
し
て
の
第
三
段階（紀元前一一～｜世紀以降）と捉えた上で（＆．］・宮ロー
ロ①の二】・盲の｝困巴ロの［・二目【四の口『口ｐＱｓのｓｐｍ｝】ｓのご宛の‐
○三の．日日の切巨ロ［」毛』］も□」臼ｌ忌酉・）、被告にも立証責
任
を
課
し
て
い
る
本
勅
法
の
特
殊
性
は
、
所
有
権
を
再
び
「
占
有
へ
の
よ
り
良
き
権
利
」
と
し
て
捉
え
る
卑
俗
法
的
理
解
か
ら
説
明
さ
れ
るとしている。○｛・【口の①【へ出口Ｃ亘ＤＢ＆冒房ｓの国昌ｓ８，
醜のの②岳、ミ［法文⑩註（３）所引］もつ・望『｛・》【ロの①『・ロ自己‐
薑②ｓの用宣旨ミロミロ［法文⑮註（２）所引］も．■忠．
（
３
）
の
①
の
民
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
当
時
ナ
イ
ッ
ス
ス
ヱ
巴
の
目
の
に
滞
在
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
本
勅
法
は
カ
ル
ケ
ー
ド
ー
ン
と
－
－
－
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ア
の
間
に
あ
る
ナ
ッ
セ
テ
ヱ
四
ｍ
の
①
扇
で
付
与
さ
れ
た
が
、
破
損
や
改
鼠
に
よ
っ
て
付
与
地
が
ナ
ッ
セ
テ
ヱ
山
の
印
の
（
の
か
ら
ナ
イ
ッ
ス
ス
ヱ
巴
の
目
の
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
解
す
る
。
ま
た
、
法
文
⑳
に
再
録
さ
れ
た
勅
法
が
同
日
に
－
－
１
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ア
で
付
与
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
し
た
上
で
（
法
文
⑳
註
（
２
）
参
照
）
、
本
勅
法
と
法
文
⑳
の
勅
法
が
同
じ
日
の
う
ち
に
ナ
ッ
セ
テ
と
ニ
ー
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ァ
で
付
与
さ
れ
テオドシウス法典（○・Ｑの〆弓どのｏＱｏの〕目巨の）（一三）（後藤）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
す
べ
て
の
地
方
住
民
に〈宣示す〉。
ユ
ー
デ
ク
ス
い
か
な
る
地
位
、
身
分
、
位
階
の
者
で
あ
ろ
う
と
、
総
督
、
総
監
、
余
の
友
人
、
余
の
宮
廷
官
吏
の
い
ず
れ
か
に
関
し
て
、
不
正
か
つ
不
法
に
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
何
か
を
誠
実
に
公
然
と
立
証
で
き
る
自
信
の
あ
る
者
が
い
る
と
き
は
、
堂
々
と
安
ん
じ
て
近
づ
い
て
余
に
訴
え
る
べ
し
。
余
自
身
が
す
べ
て
を
聴
聞
し
、
余
自
身
が
審
理
し
、
も
し
証
明
さ
れ
た
と
き
は
、
余
自
身
が
処
罰
す
る
で
あ
ろ
う
。
〈
そ
の
者
は
〉
語
る
べ
し
、
安
ん
じ
て
自
ら
の
正
し
さ
を
自
覚
し
て
語
る
べ
し
。
余
が
述
べ
た
よ
う
に
、
も
し
そ
の
者
が
立
証
し
た
と
き
は
、
清
廉
を
装
っ
て
今
日
ま
で
余
を
欺
い
て
い
た
者
を
余
目
身
が
処
罰
し
、
他
方
、
こ
の
こ
と
を
告
発
し
証
明
し
た
者
を
位
階
と
財
産
に
よ
っ
て
賞
賛
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
余
は
望
む
、
最
高
神
格
が
つ
ね
に
余
に
慈
悲
深
く
あ
っ
て
余
を
無
傷
に
守
り
、
国
家
が
き
わ
め
⑳
第
九
巻
第
一
章
第
四
法
文
る
こ
と
は
、
両
地
の
距
離
関
係
か
ら
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
Ｃ｛・の①の０戸》宛の、●の由（§》己己・＠」二・」忌・なお国口目のの》曰くの邑回ミー
已言も・ヨも、本勅法の付与地をナッセテと解している。
■■■■■■■■■■■■
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法
政
史
学
第
五
十
九
号
（１）
て幸福で繁栄せんことを。
パ
ゥ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月
（２）
一七日ニーコメーディーアで掲示す。
（１）○・二・可の目の．＆す」・は、この時期にコーンスタン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
子
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
彼
の
も
と
に
告
発
さ
れ
て
、
後
に
処
刑
さ
れ
多
く
の
友
人
た
ち
も
殺
害
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
と
本
勅
法
と
の
関
連
は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
本
勅
法
に
は
皇
帝
伝作者たち、とりわけ、写本の伝承ではめｑ骨ざ高⑫、房ご‐
「
旨
①
邑
忌
四
局
旨
の
の
六
人
の
著
者
の
一
人
で
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
対
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
戦
勝
利
後
に
帝
の
求
め
で
エ
ラ
ガ
パ
ル
ス
伝
や
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
Ⅱ
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
伝
を
書
い
た
と
さ
れる、巨日□『己旨の（特にの８・」｛閏・・霊〔・）の影響が認め
られるとする。しかし今日では、、厨『ミ目」置四扇冒は四
世紀末（ないし五世紀初頭）に一人の著者によって書かれ
たとする見方が有力である。只・二の〔胃ごミロロの＆８｛□（の‐
（ミミミ．】ａ＆．（○罠・己』毛③）［以下ＣＧ己］の，ぐ・［國重・‐
『旨シロ困巨のＳ］・本勅法の表現はむしろ、ニーケーア公会
議後間もないコーンスタンティーヌス帝の高揚した気分の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
（２）○・弓・｛『の目のｂ□ず」・は、コーンスタンティーヌス帝が
一一一二五年にニーコメーディーアに滞在して彼の即位一一○周
年
を
祝
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
勅
法
が
同
地
に
お
い
て
付
（１）
コーンスタンティーヌス帝が道長官マークシムスに〈一旦
示す〉・
血腫い見世物は市民の閑暇と国内の静穏〈の時〉にあっ
ては好ましからざるものである。それゆえ我等は、誰かが
（２）
剣
闘
士
た
る
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
犯
し
た罪ゆえにかかる境遇と判決を得るのが慣わしであった者
た
ち
を
、
貴
官
は
今
後
む
し
ろ
、
彼
等
が
血
を
流
す
こ
と
な
く
自
ら
の
罪
に
対
す
る
刑
罰
を
引
き
受
け
る
べ
く
、
鉱
山
刑
に
服
さ
し
め
よ。パ
ゥ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
⑳
第
一
五
巻
第
一
二
章
第
一
法
文
三
○
与・掲示されたものと考え、の①の。【・用品、巴§．ご・しも、七
月
二
五
日
に
同
地
で
即
位
二
○
周
年
が
祝
わ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
本
勅法の付与日・掲示日がともに九月一七日であった可能性
を指摘している。なお、国四日のの．ｚ、ご向冒已言も・ヨは、
法
文
⑳
が
九
月
一
七
日
に
ナ
ッ
セ
テ
で
付
与
さ
れ
た
と
解
し
た
上
で
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
そ
の
直
前
の
九
月
一
五
日
頃
まで－－１コメーディーァに滞在して本勅法を付与したもの
と
推
測
し
て
い
る
。
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月一日、ベーリュートゥスで掲示す。
（１）二｛四〆一日ロの・の。（す。【『のＱ巨の。□Ｑ百一・、三｛○日日の①Ｐ口ロゴ・
一．、の①の○Ｆ宛の、のの（⑮言・己・」司、、ト記回・】．ｂロ・望つ｛．（「四一の‐
『旨の二四己【目のち）のいずれも、法文⑳および法文⑳の名
宛人と同一人物とし、職名は法文⑳の旨の＆ロ一・にある
二日『旨の○『一の昌一の（オリェーンス管区代官）に訂正すべき
と考える。法文⑳註（１）参照。
（２）Ｃ口四つ『○つ（①『》ＤＢ○日日ロ○ｍ｝四日囚〔。『の②の①の①で『○宮ウの‐
［口巨の①○の》Ｃロー烏。『（のＱの］】○〔。『巨口〕Ｃ四口の四ヶ四口ＣｏｏごＱ」○】○‐
ロの［ゴロロロロの印のロ｛のロ丘凹［ｐＨ己の『の『］ＯｏｐのＥのぐの『四二〔・［ロの（ロ｝一○
日四四の｛四Ｑのの日の①『ぐ一『の》…この箇所は文法的に乱れてお
り、剣闘士競技の全面的禁止か、刑罰としての闘技場送り
のみが禁止されたのかについて、諸家の見解が分かれてい
》ＣＯ○○三・【『のＱ巨の》＆ほ」・は口○三ヶの日巨のの後をカンマで区
切り、ＣＢＯ日日□・…・ロ『○三ワの昌巨のは、剣闘士の存在の全
面的禁止であると考え、そこにニーヶーア公会議に集った
キリスト教教父たちの影響を見る。彼自身が例を挙げてい
るように、剣闘士競技はその後も五世紀まで存続するが、
その点については、この勅法はベーリュートゥスが位置す
るシュリァⅡフォイーーーヶ－州についてのみ有効であった
とする。○・三｝｝の》旧のの］の巨〆□の、一己国｛の日のロロロの｝》のロ〕’
□一『の○す『のロのご》一口坤二皀呵』ロヨ、⑮②ａご『５ｓ、。｛○四荷の（ａ諄冴ざ（「何．『ロ
テォドシゥス法典（○・Ｑの〆弓ロの８．⑫】目巨の）（’一一一）（後藤）
（ごｓ）》己ロ・筐」ｌごつは、△巨四□『○口①『［Ｃ己］○口］己。○・・・℃『。‐
三ウの日巨のと、ＤＢを取ってこの箇所を剣闘士競技の全面
的禁止とし、続く８のＣ巳以下を、全面的禁止への付加部
分とする。ただし、その後の剣闘士競技の存続については
⑦○二・可のｓのの解釈を斥け、キリスト教教父たちの影響
下
に
発
布
さ
れ
た
本
勅
法
は
そ
も
そ
も
実
行
不
可
能
な
も
の
で
あ
り、すぐに空文化するか廃止されたと考える。近年では
弓・□・国四日のの》ＤＣ苫の旨ミヨ⑮ロョ＆向冨＆言い□・田口・」きが、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
「
剣
闘
士
競
技
の
流
血
で
諸
都
市
を議すこと」を禁じたと伝える閂巨の①ワ旨の．二日Ｃ・園（§‐
迂
員
」
・
鼠
」
も
引
き
つ
つ
、
こ
の
勅
法
を
剣
闘
士
競
技
の
全
面
的
禁
止
と
考
え
て
い
る
。
これに対し、この勅法を刑罰としての闘技場送りの禁止
と考える二・日日の①ロ（・｛・○・二一｝の》・己・ロ【・》己．】三）のパン
クチュェーションは、の○のを、一四ｓｇｏ『の印の印の①および日‐
の
①
。
言
両
方
の
意
味
上
の
主
語
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
最初のＤＢをどう解釈するかという問題が残る。二・日目‐
の①ロのパンクチュェーションと解釈を支持する］・の厨８Ｐ
Ｆの『の②○『』〔Ｑ》四一の己の一一巨曰マニ〔□』ロヨ、、②＆百「句呑口。｛○ｍ荷の（巨岑（②‐
宣鼠『》（ごヨ）も・三℃ロ・←は、問題のＤＢについて、こ
れは本来一ｓの日この旨のの『ぐ言もしくは一己の日巨の（の｛四Ｃの『の
曰の①『ぐ】『①の主語節となるところを、｛四Ｑののヨの①『ぐ］［ので受
けてしまったための混乱と考える。すなわち、ＤＢはロ・‐
すどの日このの主語である「我等」を受けるもので、「犯した
＝＝
－
－
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⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
二
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
コ
ー
ン
ス
タ
（１）
ンティウスに〈宣一示す〉。
参
事
会
を
見
捨
て
て
、
〈
補
給
役
の
〉
職
務
に
よ
る
保
護
へ
と
逃
げ
込
む
輩
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
、
我
等
は
以
下
の
よ
う
に
命
じ
（２）
る
。
す
な
わ
ち
、
補
給
役
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
未
だ
明
［
ロ
で
な
い
者
は
す
べ
て
、
職
務
を
解
か
れ
て
、
そ
の
者
の
参
事
会
へ
と
戻
法
政
史
学
第
五
十
九
号
罪
ゆ
え
に
Ｉ
慣
わ
し
で
あ
っ
た
者
た
ち
が
剣
闘
士
た
る
こ
と
を
全
面
的
に
禁
じ
る
我
等
は
、
貴
官
が
今
後
〈
彼
ら
を
〉
む
し
ろ
鉱
山
刑
に
服
さ
し
め
る
よ
う
命
じ
る
」
が
本
来
の
文
意
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る。］・句・ニロ（岳のゴの》ト＆言ｍａＣｇ冨暮のトロミ」のミＳ一旦
言①二①＆。②冒菖ｏ＆の（法文⑭註（４）所引）》ｂ』ｃ」・皀
冨
が
こ
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
しかし、○四の８口の説明でも①・の．□巳・・・が何の接続詞も
なしに①のの①と旨ののゴー『①の主語になっているという不自
然
さ
は
残
り
、
ま
た
、
本
研
究
会
は
な
る
べ
く
亘
・
日
日
の
図
版
の
テ
キ
ス
ト
の
ラ
テ
ン
語
に
忠
実
な
訳
を
心
が
け
て
い
る
の
で
、
最
初
のＣ巳を、Ｃ巨・の２日ロロのに近い意味で取り、本文中のよ
う
に
訳
出
し
た
。
⑳
第
七
巻
第
四
章
第
一
法
文
一一一一一
（（叩くＵ）
されるこ、と。その地位．と位階に相応－）い食糧〈補給役〉に
今
や
達
し
て
い
る
者
の
み
が
職
務
に
と
ど
め
お
か
れ
る
よ
う
に
。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
月七日に付与す。
（１）○・口の白貝旨の・法文⑲註（１）を参照。
（２）□『亘亘｝臣の・道長官ならびに州総督の属官８ｐ・『三①の
は、退職後に補給役己回己已巨のも同旨旨｝日旨のの一肩書を
付
与
さ
れ
て
、
自
分
が
勤
務
し
て
い
た
州
で
食
糧
を
調
達
し
て
、
補
給
を
必
要
と
す
る
駐
屯
地
に
運
搬
す
る
役
目
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
属
官
に
つ
い
て
は
法
文
⑳
、
補
給
役
に
つ
い
て
は
法
文
⑳
も
参
照
。
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ァ
ー
ヌ
ス
帝
の
時
代
か
ら
補
給
役
の
重
要
性
が
増
し
た
が
、
か
な
り
の
経
済
的
負
担
を
と
も
な
う
役
だ
っ
た
の
で
、
国
庫
に
対
し
て
負
債
を
負
う
者
も
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
四
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
補
給
役
を
忌
避
す
る
者
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
補
給
役
を
義
務
づ
け
る
法
が
発
布
さ
れ
る
一
方
で
、
同
役
に
課
さ
れ
る
補
給
量
の
上
限
を
規
定
す
る
法
も
出
さ
れ
て
いる。ａ・］○口のｍ・旧冗回》で己・ヨ．一望・望」１＄の。
（３）己四ｍ目］・前註の補給役は、ｂｄ皀已」日の目のと呼ばれる
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
補
っ
た
。
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我等の兵士を給養する将校または隊長は、通告書の指示
により一日ごとに自らの〈受取る〉義務とされている現物
〈の兵糧〉を倉庫に放置しておくべきではない。それは、
（２）
管理役もしくは収税役または地区長および倉庫長が現物税
を徴収する〈ことができる〉ようにするためである。なぜ
なら、収穫物さえも使われないままに悪くなり、また腐敗
す
る
ま
ま
に
お
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
記
の
者
が
地
方
住
民
か
ら
現物でではなくて現金で請求することがこのことから生じ
（２）
て
い
る
か
．
ｂ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
記
補
お
よ
び
百
人
隊
長
補
が
（３）
剣により罰せられた上で、放置された現物の損失は国庫に
返還されるべき旨、我等は定めた。なぜなら、地方住民が
繰り返される〈税の〉支払いに苦しめられたり、前記の者
が自らの職務に見合った現物を一定期日に受取ることを拒
絶
す
る
こ
と
で
、
腐
敗
し
た
収
穫
物
が
兵
士
に
配
分
さ
れ
た
り
す
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら。何ぴとかがこの罪で逮捕されたときには、その功績に
よ
っ
て
も
そ
の
高
い
地
位
に
よ
っ
て
も
防
御
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い。パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ア
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
○
（１）
クスに挨拶す。
コーンスクンティーヌス帝が我等の親愛なるフェーリー月一九日アクァェで付与す。
テオドシウス法典（○・Ｑの〆弓ロの。□・の国冒の）（一三）（後藤）
（１）句の一員・めい河口」も己・出」｛．（句の一員Ｐ）は、一一一一一五～一一一一一
六年にどこかの管区代官職を、一一一一一一一一一～一一一三六年にアーフ
リカ道長官職を務めた可の言と同定している。
（２）胃ｏｎ巨日８［①の》のＥの○の口。【の①》□『四の己○の三℃四ｍ○日目》ｂ『四の‐
己・の三声。『【の。『巨日の弓の。『一ウの三四『戸・ロ言口のの・現物税の
徴収は、通例参事会により選任された管理役または収税役
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
者
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
肉
、
ワ
イ
ン
、
大
麦
な
ど
の
種
類
別
に
責
任
を
負
う
が
、
こ
れ
を
直
接
担
税
者
か
ら
徴
収
し
た
の
で
は
な
く
、
地
区
長
の
下
で
当
該
地
域
内
の
収
税
担
当
者
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
現
物
を
受
取
っ
た。なお、地区已曾のとは、時代により部族集団を含む
居
住
地
を
表
し
た
り
、
農
村
地
区
や
行
政
区
画
を
表
し
た
り
し
、
○三日の》巨『すの６月ごＥ白のように比較的広い地域を示すた
めに用いられ、その長は日四ｍ宮の『も『ロの｛の。白の》目『９．円》
己『四の己・の】日の目囚などと呼ばれた。このようにして集め
られた現物の配分がどのようになされたのかは不明の部分
も
多
い
が
、
お
そ
ら
く
は
参
事
会
選
任
の
役
人
が
当
該
州
内
の
特
定
の
場
所
に
運
搬
し
た
と
考
え
ら
れ
、
当
該
場
所
で
倉
庫
長
の
責
任
下、公設倉庫に搬入された。そしてこの倉庫長が当該地域
の
部
隊
の
補
給
係
将
校
た
る
筆
記
補
自
ご
口
菖
、
書
記
補
の
弓
‐
のＣ『」す①己四二、百人隊長補・目・ロのの、丘〈糧係四目・目『］］Ｉ ＣＯ｝」
’’’一一一
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法
政
史
学
第
五
十
九
号
兵糧引換証口茸四９口と引き換えに引渡し、彼らが各兵士
に配分した。三一一一一一一年コーンスタンティーヌス帝は、この
者たちに８己亘・目｝の⑰の如き官職ポストを付与して、政
府
の
正
規
ポ
ス
ト
と
し
、
奉
職
中
は
人
頭
税
を
免
除
さ
れ
、
ペ
ル
フェクティッシミー級己の【｛のｏ房四三とされる存在となっ
た。なお、書記補が百人隊長補と並べて叙述される勅法の
他に筆記補とともに述べられる勅法も存在することから、
それらは同じものと考えることも可能であるが、○・弓・‐
洋のｓの．＆す」・によれば、筆記補は丘〈士の会計を管理した
の
に
対
し
、
書
記
補
は
軍
指
揮
官
（
８
日
の
の
【
の
一
己
］
旨
房
や
９頁『巴巨］旨『］の）の下にあって、その長の名前で通告書
の作成をしていた。この通告書が管理役、地区長、倉庫長
に宛てられるのである。これに対し、百人隊長補は、収税
役などから現物を要求して、その後で各兵士に配分する役
割であった。。【・］・ロ①の．旧記向もロ・」＆」□霞・・Ｓ霞・》国の品貨
冒旦。』ｇのａｎロミごミミ（法文⑳註（３）所引）》の．ぐ・［勺囚‐
ぬ口の］［の口ワの○『】ワのロロ四ユこの］．
（３）、］四ｓ。、＆の己・・剣、一己日のは皇帝の有する最高指揮権
の象徴とされ、旨の（あるいは己。（の⑩白の）巴口昌は、死刑
をも含めたすべての刑罰科刑権を意味し、州総督や首都長
官に授権することもあり得た。Ｃ｛・□の『ぬ①『６ｐＱＦの・ぐ・
［○百ｓ口の］。
同（Ⅱコーンスターンティーヌス）帝がオリエーンス管
（１）
区代官マークシムスに〈一日一示す〉。
（２）
も
し
何
ぴ
と
か
が
、
大
小
を
問
わ
ず
、
都
市
に
原
籍
が
あ
る
の
（３）
に、それ〈の義務〉を避けようとして、住所を口実に他の
都市に自らをゆだね、このことに関してあるいは請願した
り、あるいはいかなる方法によってであれごまかしに頼る
ことを企て、自身の都市の原籍を軽んじたならば、その者
は
、
両
方
の
都
市
の
参
事
会
員
職
を
引
き
受
け
る
べ
し
。
ひ
と
っ
く
の
都
市
〉
に
お
い
て
は
自
ら
の
望
み
の
ゆ
え
に
、
も
う
ひ
と
つ
〈の都市〉においては原籍のゆえにである。
パゥリーヌスとユーリァーヌスがコーンスルの年の一二
月
二
五
日
に
掲
示
す
。
⑳
第
一
一
一
巻
第
一
章
第
一
二
法
文
（１）三四画目ロの．、旧殉国］》己・望つ（ご口］の『旨の二四画目口の全）
は、法文⑳註（１）の人物と同定する。
（２）○国、・・法文⑱註（２）参照。
（３）日８巨巨の・法文⑱註（３）参照。
＝＝
一
四
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コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
と
副
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
（１）
スに〈一日一示す〉。
（２）
ロ
ー
マ
市
民
の
地
位
を
失
っ
て
ラ
テ
ン
人
と
さ
れ
た
者
が
、
そ
の
身
分
の
ま
ま
で
日
光
の
恵
み
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
（
Ⅱ
死
ん
だ
）
と
き
、
彼
の
す
べ
て
の
特
有
財
産
は
、
保
護
主
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
宗
族
の
権
利
を
失
っ
て
い
な
い
保
護
主
の
子
も
し
く
は
孫
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
〈
ラ
テ
ン
人
と
さ
れ
た
者
の
〉
子
に
は
、
相
続
財
産
に
関
す
る
争
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
争
訟
に
関
わ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
ラ
テ
ン
人
と
さ
れ
た
〉
そ
の
者
の
身
分
状
態
が
特
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
が
付
与
さ
れ
た
自
由
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
選
ば
れ
た
者
と
し
て
受
け
取
っ
た
身
分
で
は
な
く
、
日
光
の
恵
み
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
と
き
の
身
分
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
正帝自身が七度日］にして副帝がコーンスルの年の一月一一一
⑳
第
二
巻
第
一
三
章
第
一
法
文
（３）
○［ロセルディカで付与す。
一一一二六年
テオドシウス法典（○・Ｑの〆『ずの。□・の一目この）（’三）（後藤）
（
１
）
二
目
言
巨
の
．
法
文
⑪
註
（
１
）
参
照
。
な
お
、
同
時
期
に
い
く
つ
か
の
法
文
の
名
宛
人
と
な
っ
て
い
る
道
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
と
は
別
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
法
文
⑳
註
（
１
）
参
照
。
（
２
）
ラ
テ
ン
人
お
よ
び
ラ
テ
ン
権
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑯
註
（
２
）
、
法文⑯註（３）を参照。○・二・｛『のｓのや【Ｐの①『は、本法
文の一日のＢ『の白【】・に依りつつ、被解放者たるローマ市民
が
ラ
テ
ン
人
と
さ
れ
る
の
は
２
］
ｇ
が
介
在
す
る
場
合
で
あ
る
と
している。ｏ【・の○三○〔『巴巨の》＆す」・》【四ｍの『》□目ヨミ身ｓの
帛さ旨ミロミ■（法文⑮註（２）所引）も」巴・Ｐ巨七・ウニ
ロ・Ｐ」・○・三・｛『の目のによれば、この２一目とは被解放者に
よ
る
保
護
主
へ
の
忘
恩
行
為
の
こ
と
で
あ
り
、
忘
恩
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ラ
テ
ン
人
身
分
へ
の
降
格
処
分
、
鉱
山
刑
や
石
切
り
場
・
強
制
作
業
場
へ
の
有
罪
判
決
、
（
被
解
放
者
と
保
護
主
の
間
の
）
争
い
や
忘
恩
行
為
の
態
様
に
応
じ
た
そ
の
他
の
刑
罰
な
ど
が
課
さ
れ
、
き
わ
め
て
重
大
な
忘
恩
行
為
の
場
合
に
の
み
奴
隷
身
分
へ
の
降
格
処
分
が
な
さ
れ
た
。
（３）のｇの＆□丘・に従えば本勅法の付与年は一一一一一六年となる
が
、
名
宛
人
マ
ー
ク
シ
ム
ス
の
首
都
長
官
在
職
期
間
が
三
一
九
年
か
ら一一三一一一年までであることを理由に、コーンスタンティー
ヌ
ス
帝
が
六
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
、
す
な
わ
ち
三
一
一
○
年
に
付
与されたものと解されている。。｛・の○三・｛『のＳｍ・＆ご」・一
二・日白ののＰｇｐ」・》の①のＯ〆記偲の②討員目・巨・三」国『》
田自記回・】も．＄つ（ご口一の『旨の二貝一白巨のの］ぬ口・国四の］］旨の岳）。
五
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（１）
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝がエウァグⅡノウスに
〈宣示す〉。
何ぴとかが閂つきの牢獄と厳しい監視に値すると思われ
る
よ
う
な
過
ち
も
し
く
は
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
露
見
し
た
と
き
に
（２）
は、その者は官庁で聴取され、犯罪について確認された場
合
に
は
、
牢
獄
の
苦
し
み
を
受
け
る
べ
し
。
後
に
連
行
さ
れ
た
者
（３）
が、同じように官庁で聴取されるべし。何となれば、犯さ
れた罪の記憶がこのようにして言わば公的証拠のもとに保
た
れ
る
よ
う
に
な
る
結
果
、
過
度
に
怒
り
を
し
め
す
裁
判
官
ら
に
、
｜種の抑制と節度が加えられると思われるからである。
正帝コーンスタンティーヌスが七度目にして副帝コーン
スタンティゥスがコーンスルの年の二月一一一日ヘーラクレー
ァで付与す。
⑳
第
九
巻
第
三
章
第
二
法
文
（１）向く畠［旨の．帛点記回・】・ロロ・』五｛．（向く少の幻この』）によれ
ば、本法文の発布年である一一一一一六年、および一一一二九～’一一三
一年と一一一三六～一一一一一一七年、道長官の職にあった。法文⑤註
法
政
史
学
第
五
十
九
号
一一一一ハ
（１）および（４）参照。
（２）：貝：（Ｐこの表現については、法文⑩註（４）参照。
（９Ｊ）口【＠口の耳四℃○の一コ］ｏＱＥ【口①Ｑ巨○庁巨の四℃口（四０（四四口Ｑ一四（ロ『・
○・言・可のＳｍ》＆ロ・］・は、こののｓｏ白のは冒頭の「何ぴ
とかがＰ巳の」と同一人物と取り、被告はまず官庁で予備
審問を受け、有罪と判断された場合や自白した場合は収監
され、その後、再び牢獄から官庁に連行されて公式に審問
される、という手続きを考えている。その場合、最初の聴
取
は
、
あ
る
い
は
単
に
収
監
記
録
を
取
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
←っｏしかし、法文⑬は引致された被告を直ちに審理すべきこ
とを命じる一方で、告発人の一時不在や共犯者の出廷の必
要性により、被告がその間「牢獄の苦しみ□・の忌日Ｈ‐
８『】の」に付される場合の処遇について詳述している。ま
た、の・弓・坤のｓのが「予備審問」の例として挙げている
『学説彙纂』第四八巻第一一一章六節は、盗賊百８口の①を捕ら
えた治安責任者】『の目『Ｃ宮①は、共犯者と犯人隠匿者につ
いてＱのの○○房の（円のＣ①ロｇｏ１ヶ口の尋間し（○○三○【［＆口の
はこれを「予備審問」とするわけだが）、尋問結果を書面
にして総督法廷に送付すべきことを命じた、アントーーーー
ヌ
ス
Ⅱ
ピ
ゥ
ス
帝
の
勅
令
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せると、ここの①目・目印は冒頭の□巳のとは別人で、収監
者の審理の過程で判明した共犯者等と考えることも可能で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
文
中
で
は
敢
え
て
直
訳
に
留
め
た
。
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姦
通
を
な
し
た
女
が
、
酒
楼
の
女
主
人
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
節
度
の
な
い
酒
を
た
い
て
い
自
ら
酌
す
る
よ
う
な
奴
隷
の
役
務
に
隷
属
す
る
酌
婦
な
の
か
、
が
調
べ
ら
れ
て
、
以
下
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
も
酒
楼
の
女
主
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
の
縛
り
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
も
し
、
被
告
と
さ
れ
る
女
が
酒
客
に
奉
仕
を
提
供
す
る
酌
婦
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
卑
随
な
る
が
ゆ
え
に
告
発
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
告
発
さ
れ
た
男
た
ち
は
自
由
の
身
と
し
て
去
る
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
恥
を
知
る
分
別
は
、
法
の
縛
り
の
も
と
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
婦
人
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
生
業
の
卑
し
さ
が
法
の
遵
守
に
価
す
る
婦
人
と
は
思
わ
せ
な
い
よ
う
な
女
は
、
裁
判
の
厳
格
さ
と
は
無
縁
の
存
在
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
スタンティウスがコーンスルの年の二月一一一日ヘーラクレー
ァで付与す。
す
へ／
○
⑳
第
九
巻
第
七
章
第
一
法
文
（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ア
ー
フ
リ
カ
ー
ヌ
ス
に
〈
一
日
一
示
⑳
第
八
巻
第
五
章
第
一
一
一
法
文
テォドシウス法典（○８のｘＢｐの。□・の一目ロの）（’’一一）（後藤）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
キ
ン
（１）
デューヌスに〈宣一示す〉。
（２）
（３）
郵便馬と追加の郵便馬を使用する［日由が、国家がその□口
的
（
Ⅱ
公
務
に
伴
う
移
動
）
の
た
め
に
食
糧
な
ら
び
に
家
畜
用
糧
秣
（４）
（５）
を
供
与
し
て
い
る
騎
士
級
州
総
督
、
帝
室
財
産
管
理
官
、
そ
の
他
の
者
た
ち
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
し
。
我
等
は
彼
ら
に
対
し
、
任
命
な
し
に
地
方
住
民
た
ち
か
ら
何
か
を
徴
収
す
る
こ
と
を
も
容
認
し
な
い
。
た
だ
し
、
使
用
の
必
要
性
が
求
め
る
場
合
に
、
〈
皇
帝
の
〉
彼
ら
に
対
す
る
信
任
が
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
者
た
ち
の
み
は
除
く
。
確
か
に
、
貴
官
ら
の
事
由
が
求
め
る
と
き
、
公
共
便
は
〈
汝
ら
の
用
（６）
に
〉
供
●
さ
れ
る
が
、
も
し
汝
ら
に
と
っ
て
、
公
道
か
ら
、
〈
す
な
わ
（７）
ち
〉
何
ら
か
の
軍
道
か
ら
逸
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
使
（８）
用許可証がない場△□は、汝雪ｂは公の郵便馬〈のみ〉を用い
る
べ
し
。
し
か
し
、
自
ら
の
使
用
に
必
要
な
郵
便
馬
だ
け
を
適
正
に
、
節
度
を
も
っ
て
で
あ
る
。
も
し
、
以
上
の
こ
と
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
（
１
）
シ
ヨ
８
口
こ
の
．
こ
の
人
物
は
本
法
文
に
し
か
現
れ
ず
、
役
職
も
不
明である。Ｃ（・、ト記向・一七・口っ（シヨＣｇＥの」）．
＝＝￣
七
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た場合、このことに関しては偵察役がすでに派遣されてい
るので、汝らは汝らの評価に傷をつけ、騎士級総督らは危
険を冒すことになろう。というのも、地方住民にもたらさ
れる害は、公益に突き動かされている我等の道において、
大規模かつ熱意ある準備によっても、やっと二○頭の郵便
馬しか用立てられないということから推測できるのだか
壱ｂｏ正帝コーンスタンティーヌスが七度［日にして副帝コーン
（９）
スタンティゥスがコーンスルの年の二月一五日に掲示す。
（１）シＱ己百口の・写本ではシＣ百日目ので、ｏ・弓・可のＳｍ・己
三・も註でこちらの読みを採用するが、二・日目の①Ｐ＆す．
］・がシ、一己百口のと修正している。名宛人と同定されるセ
プティミゥスⅡアキンデューヌスは、三一一一八年から一一一四○
年のオリェーンス道長官。＆・○・三・可の目の》＆ず」・》
弔円記回・一・℃・巨（の向勺弓自二円□めしＯ自三□昌三□の』）。
（２）緒三目］』の．稀な単語で、この法文を含め一一一カ所、すな
わち、三五四年の本法典本巻本章第六法文、「学説彙纂』
第五○巻第四章第一八節第一二法文にしか現れない。ここ
では、第六法文にも現れる日日ぐの『の日（次註参照）との
対比で、快速輸送・貝のロのぐの］・〆用の郵便馬ぐの『のｓを意
味するものと解釈した。なお、三世紀末の法学者アルカ
三八
ディゥスⅡカリシウスは、『学説彙纂』の上引箇所で、家産
に課される負担、すなわち、広義の日目の国忌三日・已四
は、財産に課される負担白目の『四℃・の②の里・己のと、狭義
の家産に課される負担日目①国目三日・已囚から構成され
ており、例として、四ｍ目目｝の①２巳は財産に課される負
担に、白巳口の①〔自彊『］四の四日巨のぐの『の臼は家産に課され
る負担に属すると述べる。後者が家産に対して課される、
付属動産の供出という形での負担とすれば、その例として
列挙された日已口の①（目的閂白の四日口のぐの『のｓは、本来郵
便用ではない家産付属の役畜の供出と解されよう。しから
ば、前者はその維持が、財産額に応じて広く土地所有者に
課される、郵便の目的に特定された常設馬の提供を指すも
のと解されてよいのではあるまいか。この解釈は、次註の
］・ロののによる日『四ぐの『のＳの解釈を前提にした、本訳文に
おける郵便馬ロ、己ロロ］の②と追加の郵便馬日日ぐの『のｅ、と
い
う
対
比
的
解
釈
に
整
合
的
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
スⅡカリシゥスが凋日一目｝の⑪のＣＢとぐの『のｓを区別してい
る事実とは矛盾する。しかし、時代をさかのぼる彼の用語
法が、本法典所収の諸法文における、郵便馬を指す術語と
してのぐの【のｓの用語法と同じとは限らず、また、口、三目‐
房が、一一一五四年の本章第六法文を最後に法典中に現れな
いとすれば、当初郵便用の馬を指していた四ｍ三目房が
四世紀後半以降、ぐの［の臼の語で置き換えられていったと
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
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（３）息『四ぐの『のｓ・］○口のの》ト冗回・己己・麗酉』』全□・旨はこれを、
最
初
か
ら
駅
逓
に
設
置
さ
れ
て
い
る
郵
便
馬
ご
臼
＆
］
に
対
し
、
追
加
的
に
徴
発
さ
れ
る
郵
便
馬
の
こ
と
と
考
え
る
。
因
・
【
・
目
の
‐
日四ごＰ】目記向・〆開国（］ｃ記）・の。ご・［宅○の（三の①のロ］》８］」Ｃ三
は
、
ぐ
の
『
の
Ｓ
が
騎
手
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
たのに対し、息『四ぐの『のＳは、己ロ『三℃己一、四ぐのＨＢ１－と並ん
で
、
荷
物
の
運
搬
に
も
用
い
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
（４）己日のの己のの．騎士級州総督については、法文⑳註（５）を
参照。
（５）『昌○目」①の・帝室財産管理官については、法文④註（２）
お
よ
び
法
文
⑳
註
（
１
）
を
参
照
。
（６）ここにＤＢ宮のという関係代名詞があるのだが、直前に
複
数
形
名
詞
が
な
く
、
正
確
な
先
行
詞
が
確
定
で
き
な
い
。
こ
の
た
、
・
Ｌ
、
・
め、「貴官、『四ぐ一ｓのぐの①（日」に含意されるぐ・の力Ｃロ】‐
宮
の
で
受
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
す
る
。
（７）の一四己巨ウ｝】８三口の『の四｝日巨四日】｝一白己ご国口のぐの『（のｐＱＥ日
冒の三…・の○三・｛『の目の》＆す」・は、この法文では、公道
宮三日日】（の『と軍道目］】白『】のご】四が別のものを示して
い
る
と
解
釈
し
、
軍
道
に
は
公
共
便
が
組
織
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
論
じ
る
（
次
註
参
照
）
。
し
か
し
、
以
降
の
研
究
は
、
公
道
の
軍
事
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
る
と
き
に
軍
道
と
言
い
換
え
ら
れ
た
り
、
ま
た
は
、
公
道
の
う
ち
軍
事
的
な
役
割
を
負
う
も
の
が
特
に
軍
道
と
呼
ばれたりしたことを示している。勺四の８｜の（。｛、の｜》ｑＣｓｓの
の冒貝ｇ・旦昌③○ｓ②§＆§召の置員＆の忌自ミミ『§○ｓ②§‐
テオドシウス法典（ＯｏＱのメョケの。□・の一目ロの）（’三）（後藤）
⑳
第
二
巻
第
一
○
章
第
四
法
文
、①ｍＣロョョの．向冒⑯ロミ国巴冒琶、ロのい＆『三目香①菖帛さ②旨）のいのョ②
Ｑ屋『⑦ミヨｇａｓの⑮の①局の＆の⑫ＣＣａ日日ｓｅａ。⑫冒言量の（ヨ『四口【，
【巨『（四日二四旨」毛】）》８．三［と、そこに挙げられた先行
文
献
を
参
照
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
表
現
が
単
な
る
言
い
換
え
で
、
共
に
口
に
支
配
さ
れ
た
奪
格
で
併
置
さ
れ
て
い
る
も
のと解釈する。
（８）のぐの＆ｐ公共便の使用許可もしくは使用許可証のこと。
法文⑮註（３）と、○・二・【『のＳｍ、本法典本巻本章への日‐
『四三・一・口を参照。ただ、の。＆・｛『巴巨の．＆す」・は、本法
文
に
お
け
る
の
ぐ
の
三
・
が
公
共
便
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
公
道
を
軍
道
と
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
か
ら
く
る
解釈である（前註参照）。
（９）註（１）にあるように、アキンデューヌスが三一一一八年か
ら
三
四
○
年
の
オ
リ
エ
ー
ン
ス
道
長
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
法
は
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
二
度
目
に
し
て
正
帝
コ
ー
ンスタンスがコーンスルであった三一一一九年のもので、発布
者
は
帝
国
東
部
の
支
配
者
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
と
考
え
ら
れる。Ｃ〔・の○三○｛『ａＥｍ・口ロケ」・一二○日白ののＰ＆宮」・》
の①のｏ丙・記の囚⑯巳の員己己・』②．、」．」霊．
九
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（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
首
都
長
官
バ
ッ
ス
ス
に
〈
宣
一
不
す〉。
（２）
以下の弁護人たちは名誉曰ある人々の団体と法廷の場から
排除されるべきことを、我等は命ずる。その弁護人とは、
訴
訟
の
法
で
は
な
く
、
地
所
、
家
畜
、
奴
隷
の
質
と
量
を
考
慮
に
入
れ
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
め
ぼ
し
い
も
の
が
強
制
的
な
合
意
を
根
拠
に
し
て
自
ら
に
譲
り
渡
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
つ
つ
、
犯
罪
的
な
恥
ず
べ
き
合
意
に
よ
っ
て
彼
ら
の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
者
た
ちから奪って丸裸にする者をいう。
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
七
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月
八
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
（３）
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）田口ののロの□Ｆ首都長官としてのバッススだとすると、三一
七～’一一一九年その任にあったの①ロ言旨の田口のの■のと同定さ
れる。法文⑭註（１）参照。しかし、の①の民によれば、本
勅
法
が
皇
帝
コ
ー
ン
ス
ル
年
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
発
布
地
に
よ
っ
て
コ
ー
ン
ス
ル
年
の
正
し
さ
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
同
一
の
コ
ー
ン
ス
ル
年
を
有
す
る
勅
法
（
本
法
典
第
九
巻
第
八
章
第
一
法
文
）
が
ほ
か
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
本
勅
法
の
名
宛
人
の
肩
書
き
は
イ
ー
タ
リア管区代官ａ８『旨の旨言のと推測される。。〔・記侶の⑫‐
》§も」」》・これに対し、、旧記向」も」□」（旨已巨の団口ののこの
（附記）今回の担当者は、浦野聡、後藤篤子、芹澤悟、田
畑賀世子、林信夫、樋脇博敏である。
Ｅ）は、三一八～’一一一一一一年の在職期間を有するオリェーン
ス道長官のユーニウスⅡパッスス旨ご旨の□凹めのロのとする。
（２）法文⑱註（３）参照。
（３）の①の民によれば、発布地のコーンスタンティーノポリス
に関して、その名称は、’’’三○年の篁都式の際に初めて登
場したとされていたことがあったが、三一一六年に刑に処せ
ら
れ
た
ク
リ
ー
ス
プ
ス
と
フ
ァ
ウ
ス
タ
の
貨
幣
か
ら
す
る
と
三
一
一
四
年
か
ら
ほ
ど
な
く
使
用
さ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え、三一一六年という年はコーンスタンティーヌス帝がマル
マ
ラ
海
か
ら
ロ
ー
マ
へ
赴
き
、
そ
の
後
東
部
へ
戻
っ
て
い
る
の
で
、
一一月一一一日のヘーラクレーァ（本法典の第九巻第一一一章第二法
文
お
よ
び
第
七
章
第
一
法
文
）
、
九
月
二
五
日
の
ア
ク
ィ
レ
ー
イ
ァ
（第九巻第八章第一法文）、’○月一一三日のメディオーラー
ヌム（第六巻第一一一一章第一法文）、’二月一一一一日のシルミ
ウム（第一○巻第一章第五法文）の中に本法文は位置付け
られる。○｛・宛侶、②『§６℃・巨宝』二」」》・
（未完）
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